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第 3 編では，第 1 編および第 2 編の結果にもとづき，オレフィンとクロログリオキシル酸エチルと
の光誘引反応によって直接的に 1 ， 2-ジカルボン酸誘導体が合成される可能性を示した。すなわ
ち，オレフィンとして 1 ーヘキセン， 1 ーオクテン，ノルボノレネンおよびシクロヘキセンなどを用い
た切合，いずれにおいてもジカノレボン酸誘導体が10-30915の収率でえられた口この誘導体はそのひと
つのカノレボキシル基はエチルエステルとなっており他は酸クロリドである構造をもっ事がわかったり



























本論文は紫外線照射の下に・ COOR および・ C0 Cl の導入を試みたもので，緒言，本文 4 編お
よび結論からなっている。
最近光化学反応が工業的方面に導入され，たとえばナイロンの原料が塩化ニトロシノレとシクロヘキ






CICOCOOC2H5 →・ COCl -1・ COOC2H5




よって第 3 編においては 1 ーへキセン， 1-オクテン， ノノレボノレネンなどオレフィンを試料とした
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本論文は従来数段の化学的方法によって行なわれていた・ COOR と・ C0 Cl の導入を光化学
的な 1 段方式によって成功させたもので，特に不飽和 C=C に二つのカルボキシル基の導入を可能な
らしめたことは，今後乙の方面の工学的基礎に対して大きな寄与をなすものと確信される。よって本
論文は博士論文として価値あるものと認める。
